
～大規模災害時における移動通信ネットワークの動的通信制御技術の研究開発～

1

代表研究機関： 株式会社ＮＴＴドコモ
共同研究機関： 国立大学法人 東北大学

日本電気株式会社
株式会社日立ソリューションズ東日本
富士通株式会社

～大規模通信混雑時における通信処理機能のネットワーク化に関する研究開発～

代表研究機関： 株式会社ＮＴＴドコモ
共同研究機関： 日本電気株式会社

富士通株式会社
ＮＥＣソフトウェア東北株式会社
国立大学法人 東北大学
国立大学法人 東京大学

災害時における電話の混雑を回避して、音声通信
やメールをつながりやすくする研究開発

安否確認安否確認

東日本大震災を踏まえた課題
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被災地を中心に音声通信で通常時の50～60倍、パケット通信で通常時の3～4倍の通信要求が

集中しました。通信受付を行う通信制御サーバに通信混雑が発生、特に音声通信が繋がりにくい
状況が継続しました。

音声

パケット

通常時

50～60倍

3～4倍

音声通信が著しく増加 被災地の通信が著しく増加

パケット通信の処理資源を音声通信の
処理へ振り向ける。

遠隔地の処理資源を被災
地の処理へ振り向ける。

混雑でつながりにくい

災害時に活用されるア
プリケーションのネッ
トワークへの負荷を低
減する

移動通信ネットワーク動的通信制御

通信処理機能のネットワーク化

二つの研究開発



移動通信ネットワーク動的通信制御の実証
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（4回に1回）
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フィックの25%
（4回に1回）

音声通信
<通常時の50倍>

発生トラフィックに対
し疎通率5%

発生トラフィックに対
し疎通率25%

災害時構成
（総処理能力：83.25万）

音声
（毎時225万）

リッチメディア通信等で利用している資源を音声通話等に振り向け、通信がつながる割合（疎通率）
を向上させる技術を開発しました。音声通信の処理能力を５倍に増強し、２０回に１回につながる状
況から４回に１回に改善できることを実証しました。
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単位は一時間あたりの接続数

通信処理機能のネットワーク化の実証
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余力のある離れた地域から、通信混雑が起こっている地域に処理資源を融通することで、
より多くのお客様の通信を接続します。今回の実証実験では、離れた拠点から融通を受けるとき、
性能ロスを３０％未満に抑え、結果として０．７の処理能力増強ができることを実証しました。

融通前 融通後

拠点間
ネットワーク

音声：
17.5万
パケット：
45.1万

混雑している地域拠点

仮想
ネット
ワーク余力ある離れた地域拠点

融
通

融通時の
性能ロスを低減

音声：
17.5万
パケット：
45.1万

音声：
30.0万
パケット：
83.7万

（総処理能力：音声：35万
パケット：90.2万）

（総処理能力：音声：35万
パケット：90.2万）

２拠点分の
資源を利用し、
音声：1.72倍

パケット：1.86倍
の接続を処理



通信混雑を緩和する技術の詳細（１）
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拠点へのアクセスネットワーク、拠点間ネットワークにおいて、重要な通信（音声・メール）のトラフィック
を優先的に制御し、確実に伝達するための技術を開発しました。通信混雑時でも電話・メールが確実
につながることを実証しました。

優先制御

リッチ
サービス

音声・メール
サービス

電話がつながる！

メールが送れた！

障害
発生

電話がつながる！

メールが送れた！

重要な通信に
経路および、
帯域を優先し

て割当

音声・メール
サービス

リッチ
サービス

音声・メール
サービス

リッチ
サービス

拠点1 拠点2

電話がつながる！

メールが送れた！

電話がつながる！

メールが送れた！

拠点1

重要な通信に
帯域を優先し

て割当

重要な通信（音声・メール）が急増して通信
混雑が発生しても、重要な通信を確実につ

なげる優先制御

1拠点だけで処理しきれない重要な通信処理
を、他の拠点を活用して処理能力を動的に増

強する際に、拠点間ネットワークにおいても重
要な通信を確実につなげる優先制御

通信混雑を緩和する技術の詳細（２）
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代替経路代替経路

ネットワーク化された通信サービスを運用するためには仮想化されたシステムやネットワークを
可視化することが重要です。 通信サービスの混雑度合いや、仮想ネットワークの状況を効率
的に分析する技術、運用管理者にわかり易く且つ的確に伝える技術を実証しました。

ネットワーク化された
通信サービス

混雑度合い可視化混雑度合い可視化 仮想ネットワーク状況可視化仮想ネットワーク状況可視化

・サービスレベル可視化モデル
・情報量圧縮技術（アクセスフロー、ホーム拠点管理）
・短時間で混雑判定する分析技術



災害時に活用される情報通信サービスの混雑時対策の実証
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サービスを実現するアプリケーションが災害時に使用する通信量を低減させ通信混雑の中での
利用性を向上させます。その有用性を実際のアプリケーションを利用し実証しました。

建物診断

クラウド

故障

災害時モードを備えた
情報通信サービス

家族など大切な人の集まりをスモールコミュニティ
と定義して全員で情報が共有できます。

各利用者が取得した災害情報を共有することでよ
り安全な避難行動や状況判断ができます。

警察・歯科医師による被災者（ご遺体）の身元確認
データ収集が遠隔で行なえます。

仙台市の防災マップより

名前 安否

太郎 無事

花子 重症

次郎 軽傷

良子 重症

三郎 無事
助
け
て

・安否情報の一斉確認
・地図上での現在地確認

災害情報の参照

・画像情報への日時/位置
/被害状況の情報付加

災害情報の提供

タブレットで簡単入力

・身元確認用
歯科情報の収集

・サーバへの送信

災害情報

歯科記録
（デンタルチャート）
歯科X線画像、写真

建物に設置したセンサから、建物の揺れ度合いを解析、
診断を行い、避難の必要性を判断することができます。

【通常時】

【災害時】

混雑

災害時に使用する通信量
を低減させる。

家族などのグループの最新連絡先や、自治体などの
公的団体からの情報を、安全確実に取得できます。

成果展開の取り組み
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災害情報

災害情報の参照

・画像情報への日時/位置
/被害状況の情報付加

災害情報の提供

成果の早期展開に向けた取り組み（自治体・ＩＣＴ事業者向けソリューション等）

通信事業への導入に向けた取り組み（国際標準化、商用化向け技術開発等）

仮想化ネットワークの運用管理ソリューション
⇒ INTEROP Tokyo への出展【２０１３】

導入に向けた取り組みを推進 【２０１３～】

自治体向け災害対策ソリューション
地域防災モデルシステムとしてガイドラインの策定に着手【２０１３】
地域防災モデルシステムとしてデモやヒアリングに着手【２０１４~】

中小規模ＩＣＴ事業者の利用を見込む成果は、展示会出展等
実施、一部は製品化し導入を開始

災害時に役立つサービス等の自治体等での利用を見込む成
果は、ソリューション化に向けた取り組みを展開

多くの通信事業者、ベンダに広く成果が活用されることを目指
し、関連国際標準化に向けた取り組みを実施

ＥＴＳＩ NFV-ISGの基本勧告に成果内容（ユースケース、アー
キテクチャ）を反映【２０１３】
研究開発した技術の提案活動を継続【２０１３～】

離れた拠点から融通する基本技術を実証（２拠点） 【２０１３】
高信頼化技術（高可用、リアルタイム）の開発 【２０１４～】
商用装置に必要な周辺技術の開発 【２０１４～】

仮想化モバイルコアネットワークソリューション
⇒製品化し、小規模事業者に導入【２０１３】

通信事業用システムに必須な機能の技術開発を実施、周辺
技術の開発を促進

NFV-ISG  (Network Functions Virtualization Industry Specification Group)

vEPC

ミャンマー

導入済み


